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立体関係の問題は、最近良く出題されます。空間を把握する能力というのは、やはり個人

差があり、すぐわかる子とそうでない子に分かれます。ですから、図を描いたり、実際に

立体を作って作業をしてみることは非常に大事な作業です。 
 

 
 
（解説と解答） 

まず（１）のアウオです。図１のような切り方になりますから、この切り口は正三角形に

なります。すべての辺が正方形の対角線であることに注意してください。 
（２）は図２のようになります。この問題を出すと、多くの子どもたちが二等辺三角形と

答えます。確かにＥＤキを結ぶと二等辺三角形になりますが、空間を飛ぶわけにはいきま

せん。したがって図のような形になるのです。この場合は五角形になります。正五角形で

は当然ありません。 
 

（例題） 
右の図のような立方体があります。この立方体を 
次の各点を通る平面で切ったとき、その切断面は 
どういう形になりますか。それぞれ答えなさい。 
ただし A～Iまでは各辺の中点とします。 
 
（１）ア、ウ、オ 
（２）キ、D、E 
（３）ウ、E、I 
（４）イ、カ、ク 
（５）E、D、B 
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図 1 図２ 
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（３）は長方形です。 　　（４）の場合も長方形です。

 

 
（例題） 
 

Ａ

Ｂ

Ｃ

D

 
 

                       
                      左のような１辺６cmの立方体が 
                      あります。Cは辺の中点です。 
                      いま、ABCを通る平面でこの 
                      立方体を切断しました。 
                      このとき、頂点 Dを含む立体の 
                      体積を求めなさい。 
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図３ 図４ 

図５ 

図５からこれは正六角形であることがわかり

ますか？すべての辺が同じです。この問題も誤

答が多い問題です。平行四辺形と書いたり、長

方形と書いたりしますが、空間を飛ぶことはで

きませんので、正六角形になります。 
（答え）（１）正三角形 （２）五角形 
（３）長方形 （４）長方形  
（５）正六角形 
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（解答） 

 
このとき Cが中点ですから BC:CE＝１：１になります。したがって EFの長さは FDと
同じ長さになります。D を含む立体というのは三角すいから三角すいを切り取ったかたち
と考えればよいですから 

６×６×
2
1
×12×

3
1
―３×３×

2
1
×６×

3
1
＝72－９＝63 

                          （答え）63cm3 
  

 
（練習問題） 
１ 

 
 
 
 

左の図のような切り方になります。この線をなか

なか引くことが難しいので考え方を説明しまし

ょう。線は必ず同じ平面で引くというのがルール

です。まず ABは同じ平面上で線を引くことがで
きます。BC も同じ平面状で線を引くことができ
ます。ところが A と C は同じ平面上にはありま
せん。したがって BCを延長して、Aがいる平面
までたどり着くのです。（図の E）すると Eは A
と同じ平面にいますから、これは線をひくことが

できて、図のような三角すいができあがります。
Ａ
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１辺が１cmの立方体がいくつかあります。
この立方体をすきまのないように積み上げ

て、左の図のようなたてが５cm、横が５cm
高さが３cmの直方体を作りました。 
図の３点 ABC を通る平面でこの直方体を
切った時、切られた立方体は何個あります

か。ただし点 Bは１辺の真ん中の点です。
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２ 
 

この線が最も短くなるように点 Pを決めるとき、DPの長さは何 cmですか。 
 
（３）この立体を（２）で決めた点 Pと頂点 A、頂点 Gの３点を通る平面で切った時、頂
点 Bをふくむ立体の体積は何 cm3 

 ですか。 
 
３ 
 

 
 
 
（３）点 Nは辺 BF上の点で BN=１cmです。（２）と同じように点 Nを通り、面 ABCD
に平行な平面で立体 BDEGを切断します。このとき、立体 BDEGで（２）の点M を通る
平面と、（３）の点 Nを通る平面ではさまれた部分の体積を求めなさい。 
 
 

左の図の立体はたて 12cm、横
10cm、高さ 12cmの直方体の一部
を切り取ったものです。次の問い

に答えなさい。 
（１） この立体の体積は何 cm3

 

ですか。 
（２） 頂点 A から辺 CD 上の点

P を通って頂点 G まで線
を引きます。 

左の図のような１辺の長さが６cmの立方体の、４つの頂
点 BDEG をそれぞれ結んでできる立体について次の問
いに答えなさい。 
（１） 立体 BDEGの体積を求めなさい。 
（２） 辺 BFの中点である点Mを通り、面 ABCDに平
行な平面で立体 BDEG を切断したとき、切り口
の面の面積を求めなさい。 
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（解説と解答） 
１ 
 

（ア） （ウ） 

 
 
 
 
（イ） 
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左図のように切れます。

さてこれを下の段から

ア、イ、ウに分けて考え

てみます。アの段は三角

すい CEDF が切りとら
れることになります。し

たがって下図のように

切れます。 

したがってここで

は斜線部の立方体

が切れていますの

で、ともに１０個ず

つ、合計２０個が切

れています。 

（イ）は左の図のように（ア）や（ウ）とは反対に

なります。したがって切れていない立方体は左の図

の白い部分しかありません。したがって 
５×５－６＝19 個の立方体が切れていることにな
ります。 
したがって 
10×２＋19＝39     （答え）39個 
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２ 
（１） 
側面が台形の四角柱と考えれば、体積は簡単に求めることができます。 
 
（７＋12）×12÷２×10＝1140          （答え）1140cm3 

  
 
（２） 
 
 

 
（３） 

となります。 

したがって RF＝10×
5
3
＝６となります。 

全体は 10×30×
2
1
×20×

3
1
×（１－

20
13
×

20
13
×

5
2
）－６×18×

2
1
×12×

3
1  

＝1000×
1000
831
―216＝831－216＝615 

 

左の図から AG を直線にすることで最短になりま
す。したがって DPは相似を利用して求めることが
できます。 
 

10×
713

7
+
＝3.5   （答え）3.5cm 

1
3

７

1 0

7

1 3

1 2

1 8

1 0

1 2

A

B

C

G

E
D

P

Q
R

F

左のような立体になります。した

がって三角すい PABQ から三角
すい PECGと三角すい GRFQを
引きます。 
DE：EC＝3.5：6.5＝７：13 
より AE：EF＝７：13 
また PC＝13cm 
PB:GF=20：12より 
PG：GQ＝BF:FQ＝２：３ 
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３ 
（１） 立方体から三角すいを４つ引けばよいことになります。 

６×６×６－６×６×
2
1
×６×

3
1
×４＝216－144＝72      （答え）72cm3 

  

 
（２） 

図のようになりますから、６×６÷２＝18   （答え）18cm2 
  

 
（３） 

 
これらの立体は三角すいから三角すいを引いた立体を２つぶん引けばよいことになります。 
したがって 
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さて左図は（３）の平面になるわけですが、この平面より

下の立体は、６×６×２の直方体から左下の図の立体を２

つずつ引けばよいことになります。 
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（５×５×
2
1
×５×

3
1
―３×３×

2
1
×３×

3
1
）×２＝32

3
2  

８
3
2
＋32

3
2
＝41

3
1
になりますから、72－41

3
1
＝30

3
2
  （答え）30

3
2 cm3 

  

 
なかなか難しい範囲です。というのも、空間をつかむということが具体的にできるかとい

うことが鍵になるからです。図をいろいろな角度から描いてみる、上から見てみる、横か

ら見てみるなど、試行錯誤をしていきながら、考え方をつかんでいけばいいのです。 
 
実際に気がついてしまえば、計算はあまり難しくないのです。しかし、そういう図を何回

も描かないと空間を把握する力は生まれません。その意味では、解き方を教えても、なか

なか理解できませんから、気をつけてください。結果をあせらないことです。ただ、実際

の試験では、まず飛ばすのも大事な手ですが。（田中 貴） 


